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令和５年度香川地方労働審議会第１回家内労働部会議事録 

 

令 和 ６ 年 ２ 月 ６ 日 (火 ) 

高松サンポート合同庁舎 

南 館  南 1 0 8 会 議 室 

 

出席者   公 益 側  青木、柴田、和田 

      労働者側  上田、西尾、三屋 

      委託者側  白石、棚次、村井 

 

議 題 （１） 部会長の選出について 

（２） 部会長代理の指名について 

（３） 「香川地方労働審議会家内労働部会運営規程」等について 

（４） 香川県内の手袋・ソックスカバー製造業における家内労働 

の現状等について 

（５） その他 

 

〇賃金室長 

それでは定刻になりましたので、ただ今から、令和５年度香川地方労働

審議会第１回家内労働部会を開催いたします。 

委員の皆様におかれましては、ご多忙の中、ご出席いただきまして厚く

お礼申し上げます。 

本日はすべての委員が出席されておりますので、地方労働審議会令第８

条第３項に定める定足数を満たしておりますことをご報告いたします。 

本日は第１回目の会議ですので、部会長が選出されるまでの間、事務局

にて、賃金室長の私、北原が進行をさせていただきます。 

それでは、初めに、栗尾局長からご挨拶を申し上げます。 

 

〇香川労働局長 
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 栗尾でございます。本日はお忙しい中、お集まりいただき誠にありがと

うございます。 

 また、日頃から労働行政の推進に、ご理解、ご協力を賜っておりますこ

とにつきましても、厚く御礼を申し上げます。 

 この家内労働部会は、「香川県手袋・ソックスカバー製造業最低工賃」の

今後のあり方について審議していただくため、平成 31 年３月に第１回目

の会議を開催して以降、検討を進めていただいているところです。 

後ほど担当からご説明させていただきますが、香川県手袋・ソックスカ

バー製造業最低工賃につきましては、第 14 次最低工賃新設・改正計画に基

づき、次年度に最低工賃の改正、廃止等の見直しを行うこととなっており

ますが、見直しの審議のための基礎資料として実態調査を行うこととして

おります。 

家内労働を巡る概況といたしましては、ピーク時と比べ委託者、家内労

働者とも減少しているところですが、来年度しっかりと実態調査を行った

上、改正の有無等についてご審議いただきたいと考えております。 

本日は、香川県手袋・ソックスカバー製造業における家内労働の現状等

について皆様に共通認識を得ていただくと共に、次年度に予定しておりま

す実態調査の内容等について、忌憚のないご意見を賜りますようお願い申

し上げます。本日のご審議、よろしくお願いいたします。 

 

〇賃金室長 

続 き ま し て 、 本 日 の 資 料 の ご 確 認 を お 願 い し ま す 。 こ れ よ り 着

座 に て ご 説 明 い た し ま す 。  

会 議 次 第 、 資 料 目 次 が ご ざ い ま し て 、  

資料 No.１（１ページ）香川地方労働審議会 家内労働部会委員名簿 

資料 No.２（３ページ）地方労働審議会令 

資料 No.３（５ページ）地方労働審議会令における整理 

資料 No.４（７ページ）香川地方労働審議会運営規程 

資料 No.５（11 ページ）香川地方労働審議会家内労働部会運営規程（案） 
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資料 No.６（15 ページ）香川県手袋・ソックスカバー製造業最低工賃のお 

知らせ 

資料 No.７（17 ページ）手袋・ソックスカバーの製造工程 

資料 No.８（23 ページ）香川県最低工賃改正経過 

資料 No.９（25 ページ）第 13 次最低工賃新設・改正計画の実施について 

資料 No.10（29 ページ）第 14 次最低工賃新設・改正計画の実施について 

資料 No.11（33 ページ）手袋・ソックスカバー製造業最低工賃審議に係る 

日程（案） 

資料 No.12（35 ページ）平成 29 年度 香川県手袋・ソックスカバー製造業 

家内労働実態調査結果 

資料 No.13（43 ページ）令和３年度香川県手袋・ソックスカバー製造業家 

内労働実態調査の概要について 

資料 No.14（45 ページ）令和３年度 香川県手袋・ソックスカバー製造業 

家内労働実態調査結果 

資料 No.15（53 ページ）香川県内の手袋製造業に係る家内労働実情ヒアリ 

ング結果 

資料 No.16（57 ページ）令和３年度家内労働部会の審議結果について（報 

告） 

資料No.17（59ページ）令和６年度香川県手袋・ソックスカバー製造業家 

内労働実態調査の概要について（案） 

資料 No.18（61 ページ）手袋・ソックスカバー製造業家内労働実態調査票 

（委託者用）（案） 

この他、資料番号は付けておりませんが、「家内労働のしおり」と、「香

川県最低賃金の周知用のリーフレット」で ご ざ い ま す 。  

以 上 が 配 付 資 料 と な っ て お り ま す け れ ど も 、 不 足 等 は ご ざ い ま

せ ん で し ょ う か 。  

次 に 、 委 員 の 皆 様 を ご 紹 介 さ せ て い た だ き ま す 。 令 和 ５ 年 11

月 13 日 に 開 催 い た し ま し た 令 和 ５ 年 度 第 １ 回 香 川 地 方 労 働 審 議

会 に お き ま し て 、 資料 No.２、 ３ ペ ー ジ の地方労働審議会令第６条第
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１項、及び資 料 No .４ 、８ページの 香川地方労働審議会運営規程第９条

第２項に基づき、本家内労働部会を設置していただき、さらに同審議会に

おいて、資料 No.２、３ページの地方労働審議会令第６条第２項に基づ

き、香川地方労働審議会会長から委員及び臨時委員を指名していただいた

結果が資料 No.１、１ページの委員名簿でございます。 

資 料 No.１ の 名 簿 の 順 に お 名 前 を ご 紹 介 さ せ て い た だ き ま す 。  

公 益 代 表 委 員 と い た し ま し て 、 青 木 委 員 、 柴 田 委 員 、 和 田 委 員

で ご ざ い ま す 。  

柴 田 委 員 は 、 香 川 地 方 労 働 審 議 会 の 臨 時 委 員 と し て 任 命 さ せ て

い た だ い て お り ま す 。  

次 に 、 家 内 労 働 者 代 表 委 員 と い た し ま し て 、 上 田 委 員 、 西 尾 委

員 、 三 屋 委 員 で ご ざ い ま す 。  

上 田 委 員 で ご ざ い ま す が 、 11月 13日 現 在 と い う こ と で 現 職 の こ

と こ ろ に 日 本 労 働 組 合 総 連 合 会 香 川 県 連 合 会 幹 事 と い う こ と で 記

載 を さ せ て い た だ い て お り ま す け れ ど も 、 12月 に 役 職 が 幹 事 か ら

副 委 員 長 に 変 わ っ て お り ま す の で ご 紹 介 を さ せ て い た だ き ま す 。  

三 屋 委 員 は 、 臨 時 委 員 と し て 任 命 さ せ て い た だ い て お り ま す 。  

次 に 、 委 託 者 代 表 委 員 と い た し ま し て 、 白 石 委 員 、 棚 次 委 員 、

村 井 委 員 で ご ざ い ま す 。  

村 井 委 員 は 、 臨 時 委 員 と し て 任 命 さ せ て い た だ い て お り ま す 。  

な お 、 任 期 に つ き ま し て は 、 令 和 ７ 年 ９ 月 30日 ま で と な っ て お

り ま す の で 、 よ ろ し く お 願 い い た し ま す 。  

続 き ま し て 事 務 局 側 で す が 、 局 長 の 栗 尾 、 労 働 基 準 部 長 の 神

田 、 賃 金 係 長 の 山 本 、 賃 金 主 任 の 大 泉 、 労 災 保 険 給 付 調 査 官 の 橘

川 、 地 方 労 働 基 準 監 察 監 督 官 の 森 脇 、 賃 金 調 査 員 の 田 淵 、 そ し て

私 、 賃 金 室 長 の 北 原 で ご ざ い ま す 。  

こ の 体 制 で 部 会 の 円 滑 な 運 営 に 努 め て 参 り ま す の で 、 ど う ぞ よ

ろ し く お 願 い い た し ま す 。  

そ れ で は 、議 題（ １ ）の「 部 会 長 の 選 出 に つ い て 」で ご ざ い ま す 。
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資料 No.２、４ ペ ー ジ の地方労働審議会令第６条第４項におきまして、「 部

会 に 部 会 長 を 置 き 、当 該 部 会 に 属 す る 公 益 を 代 表 す る 委 員 及 び 臨

時 委 員 の う ち か ら 、当 該 部 会 に 属 す る 委 員 及 び 臨 時 委 員 が 選 挙 す

る 。」 と 規 定 さ れ て お り ま す 。  

どなたか立候補あるいは推薦をお願いできませんでしょうか。 

 

〇白石委員 

青木委員にお願いしてはいかがでしょうか。 

 

〇賃 金 室 長  

ありがとうございます。 

それでは、青木委員に部会長をお願いしたいと思いますが、いかがでし

ょうか。 

（「異議なし。」の声あり） 

〇賃 金 室 長  

ありがとうございます。 

それでは、青木委員に部会長をお願いしたいと思います。 

ここで、青木委員にご挨拶をいただきますとともに、以後の進行をお願

いいたします。 

 

〇青木部会長 

ただ今、部会長にご推挙いただきました青木でございます。 

効率的に議事運営を進めていきたいと考えておりますので、どうかご協

力をよろしくお願いいたします。 

それでは、着座にて、議事を進行します。 

議題（２）の「部会長代理の指名について」です。資料 No.２、３ページ

の地方労働審議会令第６条第６項において、「部会長に事故があるときは、

当該部会に属する公益を代表する委員又は臨時委員のうちから部会長があ

らかじめ指名する者が、その職務を代理する。」とされています。 
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そこで、部会長代理は柴田委員にお願いしたいと思いますが、いかがで

しょうか。 

（「異議なし。」の声あり） 

〇青木部会長 

それでは、柴田部会長代理、一言ご挨拶をお願いいたします。 

 

〇柴田部会長代理 

部会長代理にご指名いただきました柴田でございます。 

円滑な議事進行に努めまして、部会長を支えてまいりたいと思いますの

で、皆様どうぞよろしくお願いいたします。 

 

〇青木部会長 

それでは、議題（３）の「香川地方労働審議会家内労働部会運営規程等

について」に移ります。 

事務局から説明をお願いします。 

 

〇賃金室長 

はい。資料 No.５、11 ページの「香川地方労働審議会家内労働部会運営

規程（案）」をご覧ください。 

これは、部会の議事運営について定めたものでございます。第２条には

会議の招集について、第３条には委員の欠席が規定されており、次のペー

ジの第５条には、「会議は、原則として公開とする。ただし、公開すること

により、個人情報の保護に支障を及ぼすおそれがある場合、個人若しくは

団体の権利利益が不当に侵害されるおそれがある場合又は率直な意見の交

換若しくは意思決定の中立性が不当に損なわれるおそれがある場合には、

部会長は、会議を非公開とすることができる。」と規定されております。 

また、第６条の第２項には、「議事録及び会議の資料は、原則として公開

とする。ただし、公開することにより、個人情報の保護に支障を及ぼすお

それがある場合、個人若しくは団体の権利利益が不当に侵害されるおそれ



7 

 

がある場合又は率直な意見の交換若しくは意思決定の中立性が不当に損な

われるおそれがある場合には、部会長は、議事録及び会議の資料の一部又

は全部を非公開とすることができる。」と、そして、第３項に「議事録を非

公開とする場合には、議事要旨を作成し公開するものとする。」と規定され

ております。 

当部会のこれまでの取り扱いは、これらの規定を踏まえ、会議を公開と

し、議事録及び会議資料についても公開となっています。 

次に、第７条には、「部会長は、家内労働部会が議決を行ったときは、当

該議決をその都度、審議会会長に報告しなければならない。ただし、部会

長が審議会の委員である場合は、この限りでない。」と規定されております。 

家内労働部会の議決につきましては、資料 No.４の香川地方労働審議会

運営規程第 10 条、８ページに「部会長が委員である部会又は最低工賃専門

部会が、その所掌事務について議決したときは、当該議決をもって審議会

の議決とする。」とされております。当部会の青木部会長は香川地方労働審

議会の委員であり会長ですので、当部会の議決をもって香川地方労働審議

会の議決となり、その都度、審議会会長への報告も必要はないということ

になります。 

次に、規定の改正について、説明します。 

香川地方労働審議会家内労働部会の運営規程第６条の議事録の作成につ

いてです。これまで、議事録につきましては、部会長及び部会長の指名し

た委員２人に確認をしていただいておりましたが、これを廃止し、議事録

（案）を全委員にメール送信するとともに、発言された委員より修正箇所

があれば修正箇所と修正内容をご連絡いただいて修正して議事録を作成す

るという方法に変えたいと考えております。 

なお、議事録（案）は、非公開となる部分を色分けして明示し、発言さ

れた委員に非公開とする範囲について併せて確認していただき、修正箇所

があれば併せて修正箇所と修正内容をご連絡いただきましたら修正して公

開用議事録を作成し、香川労働局のホームページで公開することとしたい

と考えております。 
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これに伴いまして、第６条で「会議の議事については、議事録を作成し、

議事録には、部会長及び部会長の指名した委員２人が確認するものとする。」

と規定されているものを「会議の議事については、議事録を作成するもの

とする。」としております。 

つ き ま し て は 、 議 事 録 確 認 委 員 に よ る 議 事 録 の 確 認 を 廃 止 す る

こ と に 伴 う 規 定 改 正 に つ い て 、 ご 審 議 い た だ き た い と 思 い ま す 。  

 

〇青木部会長 

あ り が と う ご ざ い ま し た 。  

こ れ ま で は 、 部 会 長 及 び あ ら か じ め 指 名 さ れ た お 二 人 の 委 員 が

議 事 録 を 確 認 し て い た と い う こ と で す け れ ど も 、 今 後 は 全 員 に メ

ー ル を お 送 り し て そ こ で 見 て い た だ く と い う 改 正 で ご ざ い ま す 。  

た だ 今 の 事 務 局 か ら の 説 明 に つ い て 、 ご 意 見 、 ご 質 問 等 は ご ざ

い ま す か 。  

よ ろ し い で し ょ う か 。  

そ れ で は 、 事 務 局 か ら 説 明 が あ り ま し た 運 営 規 程 （ 案 ） に つ い

て ご 了 解 い た だ け ま す で し ょ う か 。  

（「異議なし。」の声あり） 

〇青木部会長 

あ り が と う ご ざ い ま し た 。  

で は 、 資 料 No.５ の 「 香川地方労働審議会家内労働部会運営規程

（案）」の（案）を取っていただき、本日から施行することとい た し ま

す 。  

事 務 局 の 方 で 何 か あ り ま す で し ょ う か 。  

 

〇 賃 金 室 長  

本 日 、 別 途 配 付 資 料 と し て 配 付 し て お り ま す 資 料 が ３ つ ご ざ い

ま す 。  

３つの別途配付資料につきまして非公開とすることについて、ご審議い
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ただきたいと思います。 

 

〇青木部会長 

あ り が と う ご ざ い ま し た 。  

個 人 に 関 わ る 情 報 で す と か 、 具体的な企業がいくらで工賃をお願い

しているとかということが、かなり具体的に限定されてわかってしまうと

いう資料になります。 

 そ し て 統 計 に つ い て は 、 ま だ 未 公 表 の 資 料 で す が 、 い ず れ は 公

表 さ れ る と い う こ と で す か 。  

 

〇 賃 金 室 長  

 令 和 ５ 年 の デ ー タ は い ず れ は 公 表 さ れ る の で す が 、「 繊 維 工 業 」

と か 「 皮 革 製 品 製 造 業 」 に つ い て は 、 公 表 が さ れ る と い う こ と は

な い と い う デ ー タ に な り ま す 。  

 

〇青木部会長 

国 の デ ー タ は 、 こ こ ま で 細 か い も の は 出 し て い な い と い う こ と

で す か 。  

 

〇 賃 金 室 長  

 は い 。  

 

〇青木部会長 

と い う こ と で 、 こ の ３ つ の 資 料 は 非 公 開 と す る と い う こ と に つ

き ま し て 、 ご 意 見 、 ご 質 問 等 は ご ざ い ま す か 。  

よ ろ し い で し ょ う か 。  

そ れ で は 、「 別 途 配 付 資 料 」 に つ き ま し て は 非 公 開 と し 、 そ れ 以

外 の 資 料 は 公 開 と す る こ と に し ま す 。  
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〇青木部会長 

続 き ま し て 、 議 題 （ ４ ） の 「 香 川 県 内 の 手 袋 ・ ソ ッ ク ス カ バ ー

製 造 業 に お け る 家 内 労 働 の 現 状 等 に つ い て 」 に 移 り ま す 。  

事 務 局 か ら 説 明 を お 願 い し ま す 。  

 

〇 賃 金 室 長  

そ れ で は ご 説 明 さ せ て い た だ き ま す 。  

直 近 に 家 内 労 働 部 会 が 開 催 さ れ ま し た の が 、 令 和 ３ 年 度 、 令 和

４ 年 ２ 月 ８ 日 に 開 催 さ れ て お り ま す が 、 そ こ か ら 時 間 が か な り 経

過 し て お り 、 ま た 、 委 員 の う ち ７ 名 が 交 代 さ れ て い る こ と な ど か

ら 、 家 内 労 働 の 現 状 等 に つ い て 説 明 さ せ て い た だ く 前 に 、 こ れ ま

で の 経 過 、 今 年 度 の 家 内 労 働 部 会 の 目 的 、 今 後 の 予 定 な ど を 説 明

さ せ て い た だ き ま す 。  

現 行 の 香 川 県 内 で 唯 一 の 最 低 工 賃 は 、 15 ペ ー ジ の 資 料 No.６ の

「 香 川 県 手 袋 ・ ソ ッ ク ス カ バ ー 製 造 業 最 低 工 賃 」 と な り ま す 。  

こ れ に つ い て は 、 資 料 No.６ の 最 初 の 行 に 記 載 の と お り 、 平 成 21

年 ３ 月 25 日 に 改 正 さ れ た も の で す 。  

23 ペ ー ジ の 資 料 No.８ 「 香 川 県 最 低 工 賃 改 正 経 過 」 の 平 成 20 年

度 以 下 を 見 て い た だ き ま す と 、「 手 袋 ・ ソ ッ ク ス カ バ ー 製 造 業 最 低

工 賃 」 に つ い て は 、 平 成 21 年 ３ 月 25 日 に 改 正 を 行 っ た 後 は 、 平

成 23 年 度 、 26 年 度 、 29 年 度 、 令 和 ３ 年 度 と 諮 問 見 送 り と な っ て

い る こ と が お 分 か り い た だ け る と 思 い ま す 。  

資 料 No.８ の 平 成 16 年 度 の 欄 を ご 覧 く だ さ い 。 当 時 も う 一 つ の

最 低 工 賃 で あ り ま し た 「 衣 服 製 造 業 最 低 工 賃 」 に つ き ま し て は 、

平 成 16 年 度 に 廃 止 さ れ て お り ま す 。 こ の 時 に は 、 最 低 工 賃 の 適 用

者 が 76 人 と 100 人 を 切 っ た と い う と こ ろ で 廃 止 さ れ ま し た 。  

今 回 、 25 ペ ー ジ の 資 料 No.９ に 、「 第 13 次 最 低 工 賃 新 設 ・ 改 正

計 画 の 実 施 に つ い て 」 と 29 ペ ー ジ の 資 料 No.10 に 「 第 14 次 最 低

工 賃 新 設 ・ 改 正 計 画 の 実 施 に つ い て 」 を 用 意 し て お り ま す が 、 こ
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れ は 最 低 工 賃 の 見 直 し 等 に 係 る ３ か 年 計 画 で す 。 前 回 令 和 ４ 年 ２

月 ８ 日 の 家 内 労 働 部 会 を 開 催 い た し ま し た 令 和 ３ 年 度 は 、 第 13 次

計 画 の 終 了 の 年 度 で し た 。  

も と も と 第 13 次 計 画 は 、 令 和 ２ 年 度 が 終 了 の 年 度 で し た が 、 令

和 元 年 12 月 に 厚 生 労 働 本 省 よ り 、「 第 13 次 最 低 工 賃 新 設 ・ 改 正 計

画 に お け る 最 低 工 賃 の 改 正 等 審 議 の た め に 、 今 後 調 査 を 予 定 し て

い る 場 合 は 、 改 め て 指 示 す る ま で 差 し 控 え る こ と 。 加 え て 、 こ れ

に よ り 改 正 等 に 係 る 検 討 を 実 施 す る こ と が で き な く な っ た 場 合

は 、 令 和 ２ 年 度 以 降 に 順 延 し て の 改 正 等 を 検 討 さ れ た い 。」 と の 指

示 が あ り 、 各 委 員 に は そ の 旨 ご 連 絡 の 上 で 、 １ 年 間 繰 り 延 べ と し

ま し た 。  

こ の た め 、 令 和 ３ 年 11 月 に 実 態 調 査 を 実 施 し 、 57 ペ ー ジ の 資

料 No.16 を ご 覧 い た だ き た い の で す が 、 令 和 ４ 年 ２ 月 ８ 日 に 家 内

労 働 部 会 を 開 催 し て 「 改 正 諮 問 見 送 り 」 と な り 、 こ の 時 「 今 年 度

行 わ れ た 実 態 調 査 の 結 果 、 当 該 最 低 工 賃 が 適 用 さ れ る 業 務 を 委 託

し て い る 委 託 者 数 は ８ 業 者 、 適 用 さ れ る 家 内 労 働 者 数 は 50 人 な ど

の 状 態 は 明 確 と な っ た が 、 当 家 内 労 働 部 会 と し て は 、 今 後 の 傾 向

を 把 握 す る 必 要 が あ る と 考 え て お り 、 ３ 年 後 の 状 況 を 踏 ま え て 改

め て 検 討 す る こ と と し た 。」 と の 審 議 の 結 果 と な り ま し た 。  

先 ほ ど の 説 明 の 中 で 、 家 内 労 働 部 会 で の 議 決 は 地 労 審 の 議 決 と

す る と い う こ と で 、 報 告 は 本 来 不 要 な ん で す け れ ど も 、 敢 え て 報

告 す る と い う こ と で 、 こ の 家 内 労 働 部 会 を 開 催 し た 冒 頭 に そ う い

う 話 を し た 上 で 、 家 内 労 働 部 会 部 会 長 か ら 地 方 労 働 審 議 会 会 長 あ

て に 報 告 し て い る 形 と な っ て い る と い う こ と で ご ざ い ま す 。  

ま た 、 29 ペ ー ジ 資 料 No.10「 第 14 次 最 低 工 賃 新 設 ・ 改 正 計 画 」

に よ り 、 令 和 ６ 年 度 に 実 態 調 査 を 行 っ た う え で 、 改 正 （ 廃 止 ）、 諮

問 、 諮 問 見 送 り 等 の 審 議 を 行 っ て い た だ く こ と に な り ま す が 、 の

ち ほ ど 日 程 に つ い て ご 審 議 い た だ き ま す よ う お 願 い し ま す 。  

事 務 局 が 把 握 し て お り ま す 、 香 川 県 内 の 手 袋 製 造 業 に 係 る 家 内
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労 働 実 情 ヒ ア リ ン グ 結 果 を 、 の ち ほ ど ご 説 明 い た し ま す が 、 実 態

調 査 に つ い て 、 ど の よ う な 目 的 で 、 何 を ど の よ う に 調 査 す る の か

を ご 審 議 い た だ き 、 令 和 ６ 年 度 に 向 け て 一 定 の 方 向 性 を 決 め て い

た だ き た く 存 じ ま す 。  

以 上 が 、 こ れ ま で の 経 過 、 今 年 度 の 家 内 労 働 部 会 の 目 的 、 今 後

の 予 定 な ど の 説 明 と な り ま す 。  

次 に 、 平 成 29 年 度 と 令 和 ３ 年 度 に 実 施 し た 「 香 川 県 手 袋 ・ ソ ッ

ク ス カ バ ー 製 造 業 家 内 労 働 実 態 調 査 結 果 」 に つ い て ご 説 明 し ま

す 。  

35 ペ ー ジ の 資 料 No.12「 平 成 29 年 度  香 川 県 手 袋 ・ ソ ッ ク ス カ

バ ー 製 造 業 家 内 労 働 実 態 調 査 結 果 」 を ご 覧 く だ さ い 。  

こ の 中 で 、 37 ペ ー ジ に 「 調 査 の 概 要 」 が あ り ま す が 、 こ の 項 目

５ の 「 調 査 対 象 委 託 者 数 」 61 委 託 者 に つ い て 調 査 し た 結 果 、 項 目

６ の 「 調 査 集 計 状 況 」 の と お り 、 平 成 29 年 度 の 調 査 に お い て は 、

最 低 工 賃 適 用 家 内 労 働 者 あ り の 委 託 者 は 、 14 業 者 で し た 。  

ま た 、 最 低 工 賃 の 適 用 の あ る 家 内 労 働 者 は 、 39 ペ ー ジ 第 １ 表 の

と お り 、 平 成 17 年 の 168 人 か ら 平 成 29 年 の 69 人 に ま で 減 少 し て

お り 、 平 成 17 年 の 約 ４ 割 と な っ て お り ま し た 。  

平 成 29 年 度 に 実 施 し た 実 態 調 査 に お い て 、 最 低 工 賃 の 適 用 の あ

る 家 内 労 働 者 が い る 14 業 者 の 中 か ら 、 企 業 規 模 等 を 踏 ま え ６ 業 者

に つ い て 当 局 職 員 が 令 和 ２ 年 12 月 に 直 接 訪 問 し て 家 内 労 働 の 実 情

な ど を ヒ ア リ ン グ い た し ま た 。  

そ の 結 果 や 日 本 手 袋 工 業 組 合 の 資 料 か ら の 情 報 を 53 ペ ー ジ の 資

料 No.15 と し て と り ま と め て お り ま す 。  

こ れ は 統 計 調 査 で は ご ざ い ま せ ん が 、 個 々 の 実 例 と し て 、 家 内

労 働 の 実 情 に つ い て 一 定 の イ メ ー ジ を も っ て い た だ け る か と 思 い

ま す 。  

項 目 １ の 「 手 袋 業 界 を 取 り 巻 く 状 況 」 は 、 最 新 の デ ー タ を ご 説

明 し ま す と 、 組 合 企 業 は 令 和 ５ 年 ６ 月 １ 日 時 点 で 60 社 、 販 売 総 額
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は 令 和 ４ 年 度 で 214 億 7,760 万 円 、 輸 出 占 有 率 は 令 和 ４ 年 度

0.5％ で す 。  

項 目 ２ は 、 そ の 当 時 の ヒ ア リ ン グ 調 査 を 実 施 し た ６ 業 者 の 実 態

調 査 結 果 に お け る 最 低 工 賃 適 用 家 内 労 働 者 数 は 35 人 で あ っ た が 、

令 和 ２ 年 12 月 に ヒ ア リ ン グ し た 時 に は ９ 人 少 な い 26 人 と な っ て

い た と い う こ と で ご ざ い ま す 。  

項 目 ３ の 家 内 労 働 者 の 現 状 に つ い て と い う こ と な ん で す け れ ど

も 、 家 内 労 働 者 に つ い て 年 齢 は 60 代 後 半 か ら 80 代 、 平 均 が 70 代

で 、 経 験 年 数 と し て は 40～ 50 年 と い う こ と で ご ざ い ま し て 、 年 金

を 受 給 し て お り 、 生 活 の た め と い う よ り 、 健 康 や 生 き が い 、 元 気

で あ る 限 り 仕 事 を 続 け る と い う こ と で 、 こ の た め に 仕 事 を 行 っ て

い る の だ ろ う と い う こ と と 、 縫 製 な ど の 技 術 を 持 っ た 家 内 労 働 者

は 委 託 者 の 廃 業 に よ る 移 動 は あ る も の の 、 家 内 労 働 者 全 体 と し て

の 増 加 は あ ま り 見 込 め な い と 思 わ れ る 、 新 た に 職 人 に な る 人 は い

な い と 思 う と い う こ と で ご ざ い ま し た 。  

新 た に 家 内 労 働 を 行 う 人 は あ ま り い な い と は 思 う け れ ど も 、 ラ

ベ ル 付 け な ど 技 術 を 必 要 と し な い 仕 事 で あ れ ば 、 頼 め る 人 も い る

か も し れ な い 。 た だ 、 現 在 の 技 術 を も っ た 家 内 労 働 者 が 辞 め て し

ま う と 、 そ の 作 業 を ど の よ う な 形 で 行 う か に つ い て は 、 各 社 と も

従 業 員 の 中 で 技 術 者 を 養 成 す る 方 針 で あ っ た と い う こ と で ご ざ い

ま す 。  

次 に 項 目 ４ 番 目 で ご ざ い ま す が 、 各 社 と も 仕 事 量 は 減 っ た と 説

明 し 、 そ れ に よ り 委 託 業 務 も 減 少 し た と い う こ と で ご ざ い ま し

た 。 今 後 と も 家 内 労 働 は 業 務 量 も 人 も 減 る と 思 う 。 減 る 理 由 と し

て は 、 高 齢 化 も あ る が 、 年 間 を 通 し て 仕 事 が な い と い う こ と で 、

勤 め に 出 る な ど で 内 職 を し な く な る の で は な い か と の こ と で ご ざ

い ま し た 。  

次 に 委 託 者 が 家 内 労 働 を 委 託 す る 理 由 と い う こ と で 、 短 期 間 に

多 く を 受 注 し た 時 の よ う に 、 業 務 の 繁 閑 に 対 応 で き 、 仕 事 の 波 を



14 

 

吸 収 で き る た め と い う こ と で ご ざ い ま し た 。 ま た 、 安 い 加 工 賃 。

あ と 委 託 者 に お い て 物 品 を 持 ち 込 み 、 取 り に 行 き 、 働 く 時 間 も 自

由 と な る た め 、 単 価 は 安 く な る も の と 思 う と い う 意 見 が あ る 一 方

で 、 そ の 人 が 一 定 の 技 能 を 持 っ て お り そ の 人 し か 縫 え な い た め 、

頼 め な い た め と い う 意 見 も あ っ た と い う こ と で ご ざ い ま す 。  

項 目 ６ 番 目 と し て 、 委 託 者 と し て 、 家 内 労 働 者 が 家 内 労 働 を 行

う 理 由 を ど の よ う に 捉 え て い る か と い う こ と な ん で す が 、 高 齢 の

家 内 労 働 者 の 場 合 、 老 化 に よ る 休 憩 時 間 の 確 保 や 通 院 な ど 時 間 に

自 由 が 利 く こ と を 便 利 に 思 っ て い る の で は な い か 、 こ れ に よ っ て

生 計 を 立 て て い る 人 は ほ と ん ど い な い の で は な い か 、 こ れ ま で の

人 間 関 係 の 中 で 頼 ま れ て 仕 方 な く 嫌 々 や っ て い る 人 と か 、 子 育 て

等 の た め 家 に い る 必 要 が あ る 人 な ど で は な い か と い う ご 意 見 も あ

っ た と い う こ と で ご ざ い ま し た 。  

次 に 現 行 の 最 低 工 賃 に つ い て な ん で す が 、 最 低 工 賃 は そ れ を 下

回 る 工 賃 を 支 払 っ た 場 合 に は 罰 則 を 受 け る も の で あ る ん で す け れ

ど も 、 こ れ に つ い て は 品 目 、 素 材 、 形 状 、 作 業 部 位 な ど が 適 合 す

る も の で な い と 適 用 が な い 。  

委 託 す る 絶 対 量 が 減 っ て い る 中 で 、 最 低 工 賃 を 定 め た 作 業 を 含

む 作 業 を よ り 高 い 金 額 で 委 託 し た 場 合 や 、 縫 製 の 一 部 の 作 業 で 例

え ば 親 指 だ け の 場 合 や 、 仕 上 げ の 作 業 で あ る も の の 箱 詰 め や 袋 詰

め を 含 ま な い 「 湯 の し 」、「 火 の し 」 を 単 独 で 委 託 し た 場 合 に は 最

低 工 賃 と 比 較 は で き な い 。  

あ と 、 現 行 の 最 低 工 賃 の 一 覧 表 を 見 る と 、 共 通 し て 取 り 上 げ や

す い 作 業 に つ い て 工 賃 を 定 め た の で は な い か と の 意 見 が あ っ た と

い う こ と で ご ざ い ま す 。  

あ と 、 各 委 託 者 が 工 賃 を 決 め る 根 拠 に つ い て な ん で す が 、 仕 事

に 対 す る 見 積 り を 出 し て 、 い く ら 払 え る の か 決 め る 。  

単 価 は 今 ま で の デ ー タ に よ り 決 め る 。 社 内 の 賃 金 を 上 げ れ ば そ

れ に 比 例 し て 工 賃 も 上 げ て き た 。  
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あ と 、 自 社 ブ ラ ン ド と Ｏ Ｅ Ｍ で は 販 売 価 格 が 異 な る け れ ど も 、

内 職 で 作 業 内 容 が ほ ぼ 同 じ で あ れ ば 同 じ 工 賃 を 支 払 っ て い る 。  

最 盛 期 と 閑 散 期 と は 違 う し 、 作 業 の 難 易 度 な ど を 考 慮 し て 話 し

合 い で 決 め て い る 。 仕 事 が 多 け れ ば 高 く て も 委 託 し な け れ ば な ら

な い し 、 逆 に 閑 散 期 で あ れ ば 仕 事 が な い た め 安 い 工 賃 で も 仕 事 を

受 け て も ら い や す い 。  

自 社 工 場 で 作 っ て み て 、 手 間 暇 や 社 員 の 時 給 を 考 慮 し て 決 定 す

る 、 な ど の 意 見 が あ っ た と い う こ と で ご ざ い ま す 。  

委 託 者 は 現 在 の 最 低 工 賃 を ど の よ う に 認 識 し て い る か と い う こ

と な ん で す が 、 実 態 に 合 っ て い な い 。 話 し 合 い の 中 で 素 材 等 の 加

工 が 困 難 な 作 業 が あ れ ば 、 工 賃 を 高 く 設 定 す る な ど 柔 軟 に 対 応 し

て い る 。  

現 在 の 最 低 工 賃 は 安 す ぎ る 。 作 業 用 手 袋 位 の 金 額 と 思 う が 、 か

と 言 っ て あ ま り 上 げ ら れ る の も 賛 成 し か ね る 。  

実 情 に 合 っ た 工 賃 を 支 払 わ な い と 仕 事 を 受 け て も ら え な い の

で 、 最 低 工 賃 が な く て も 結 果 は 同 じ 、 と い う よ う な 意 見 が ご ざ い

ま し た 。  

新 た に 工 賃 を 設 定 し 直 す な ど 、 最 低 工 賃 を ど の よ う に す べ き か

と い う と こ ろ に 関 し ま し て は 、 人 に よ っ て 工 賃 の 単 価 は 変 え ず 、

作 業 そ の も の に よ っ て 工 賃 を 決 め て い る 会 社 が 多 い と 思 わ れ る 。  

縫 製 な ど 委 託 業 務 の 難 易 度 は 、 素 材 、 デ ザ イ ン 、 仕 様 等 に よ っ

て 千 差 万 別 で あ り 、 こ れ は 年 々 に よ る 流 行 、 取 引 先 の ニ ー ズ に よ

っ て 変 わ る が 、 委 託 者 に よ っ て は Ｏ Ｅ Ｍ な ど を 受 注 す る 取 引 先 が

数 百 社 に も な る こ と か ら 、 新 た な 最 低 工 賃 を 定 め る 基 本 作 業 を 決

め る こ と 自 体 が 困 難 で は な い か と 。 昔 と 比 べ て ま す ま す 多 品 種 少

量 生 産 と な っ て い る 。  

設 定 す る に は 工 程 が 様 々 で 決 め づ ら い 。  

改 正 の 必 要 性 は な い 。 色 ん な 生 地 が あ り 、 小 ロ ッ ト で あ る た め

設 定 が し に く い 。  
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最 低 工 賃 は 設 定 し に く い 。 か と 言 っ て 新 し く 作 る の は 困 難 で あ

る 。 現 行 の 最 低 工 賃 一 覧 表 の 金 額 を 下 回 る こ と は な い た め 、 な く

な っ て も 困 ら な い と 思 う 。  

新 た に 設 定 す る こ と に は 否 定 的 で あ る 。 な ぜ な ら 、 同 じ 工 程 の

も の が 、 ど こ の 会 社 に も 、 し か も ず っ と 継 続 的 に あ る と は 考 え に

く い た め で あ る 。  

何 万 種 も の 手 袋 が あ る た め 、 作 業 工 程 も そ れ ぞ れ 手 袋 ご と に 異

な る た め 、 一 律 の 作 業 を 一 括 り に す る こ と は 難 し い 。  

新 た な 工 賃 設 定 の た め に 枠 組 み を 考 案 す る と 、 細 か す ぎ て 多 種

多 様 な 製 品 に は 対 応 で き ず 、 縫 い 方 に よ っ て も 作 業 性 が 異 な る 。  

技 術 を 持 つ 職 人 は 高 齢 者 し か お ら ず 、 仕 事 を お 願 い し て い る 状 況

で あ る た め 、 最 低 工 賃 は 必 要 な い 等 の ご 意 見 が あ っ た と い う こ と

で ご ざ い ま す 。  

あ と 、 家 内 労 働 者 に 実 際 に ヒ ア リ ン グ を 行 う こ と に つ い て の ご

意 見 を お 伺 い し て い る ん で す け ど 、 ヒ ア リ ン グ に つ い て は 任 意 で

委 託 者 の 協 力 を 得 な が ら 実 施 し た も の で す 。  

家 内 労 働 者 の 意 見 を 代 表 し て 表 明 し た り 、 家 内 労 働 者 が 複 数 の

委 託 者 の 仕 事 を 受 け て い る か 否 か の 実 情 を 知 る た め 、 労 働 局 か ら

直 接 家 内 労 働 者 に ヒ ア リ ン グ を 実 施 す る こ と を 打 診 し て み た が 、

い ず れ の 委 託 者 か ら も 否 定 的 な 回 答 が あ っ た と 、 実 施 は な か な か

難 し い ん じ ゃ な い か と 思 わ れ る と い う こ と で ご ざ い ま す 。  

あ と 、 こ こ に 書 い て い る 以 外 の 内 容 と し て 、 調 査 の 回 答 に あ た

っ て の 話 な の で す が 、 親 切 心 で 、 最 低 工 賃 の 適 用 が あ る 作 業 グ ル

ー プ か ら 少 々 離 れ て も 何 か し ら 回 答 し な け れ ば な ら な い と 思 っ

て 、 実 態 調 査 に 回 答 し て い る 例 が あ っ た り 、 例 え ば 、 家 内 労 働 で

は な く 、 下 請 け 業 者 に 出 し て い る 内 容 を 回 答 し て い た り 、 最 低 工

賃 の 一 覧 表 に 一 致 し な い 、 そ の 部 分 作 業 に つ い て 回 答 し て い た も

の が あ っ た り 、 最 低 工 賃 一 覧 表 の 中 で 、 一 見 形 式 的 に は 同 一 の 作

業 グ ル ー プ と 見 え て も 、 実 態 は す で に 乖 離 し て お り 、 全 く 別 の 作
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業 と 評 価 す べ き 工 賃 の も の が あ っ た 。  

資 料 No.６ の 最 低 工 賃 一 覧 表 の 中 で 、 例 え ば （ １ ） の 縫 製 の 業

務 で 、 繊 維 縫 製 手 袋 、 紳 士 用 、 作 業 部 位 （ お も 、 親 指 及 び は ぎ ）

で あ っ て 、 最 低 工 賃 額 10 双 に つ き 685 円 と し て 設 定 さ れ て い る も

の が 、 ヒ ア リ ン グ し た 会 社 で 700 円 ～ 2,000 円 、 会 社 に よ っ て は

4,500 円 と い う も の ま で あ っ た 、 と い う 実 態 が 判 明 し た と い う こ

と で ご ざ い ま す 。  

令 和 ３ 年 度 の 実 態 調 査 を 行 う に あ た り ま し て 、 令 和 ２ 年 度 に 家

内 労 働 部 会 を ２ 回 開 き ま し て 、 令 和 ３ 年 度 の 実 態 調 査 を 行 う 際 に

使 用 す る 調 査 票 に つ き ま し て 、 こ の よ う な 実 態 を 踏 ま え て 審 議 を

行 い ま し た 。  

こ れ か ら 、 平 成 29 年 度 に 実 施 し た 実 態 調 査 の 調 査 票 を お 配 り し

ま す 。  

平 成 29 年 度 の 調 査 票 で は 、 １ 時 間 当 た り 標 準 作 業 量 と い う 項 目

が ご ざ い ま し た が 、 令 和 ３ 年 度 の 実 態 調 査 の 調 査 票 か ら は こ れ が

な く な り 、 工 賃 額 の 種 類 が い く つ あ る の か を 回 答 し て い た だ く こ

と に 変 わ り ま し た 。  

１ 時 間 あ た り の 標 準 作 業 量 を 回 答 い た だ く こ と に よ り 、 １ 時 間

当 た り の 工 賃 が い く ら く ら い に な る の か を 把 握 で き る の で す が 、

令 和 ２ 年 度 の 家 内 労 働 部 会 に お い て 令 和 ３ 年 度 に 実 施 す る 実 態 調

査 の 調 査 票 を ど う す る か に つ い て 審 議 し ま し た 。  

１ 時 間 当 た り の 標 準 作 業 量 に つ き ま し て は 、 例 え ば 作 業 の し や

す い も の か ら 難 し い も の ま で 10 種 類 、 20 種 類 あ っ た と し た と き

に 、 一 概 に １ 時 間 当 た り の 標 準 作 業 量 と い っ て も 、 ど れ の 分 を 書

く ん だ と い う こ と に な っ て く る の で 、 そ れ こ そ 一 つ 一 つ の 作 業 に

対 応 し て 、 そ の 難 易 度 に 対 応 し て 作 業 の 率 は 変 わ っ て く る だ ろ う

と 思 っ て い ま す 。 で す の で 、 29 年 度 ま で の よ う な 調 査 票 だ と 、 一

体 ど れ が 書 か れ る か 分 か ら な い と い う こ と な の で 、 一 律 に 線 を 引

く の は 難 し い と の 判 断 で 工 賃 額 の 種 類 を 回 答 し て い た だ く 調 査 票
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（ 案 ） を 示 さ せ て い た だ き ま し た 。  

工 賃 額 の 種 類 と し た の は 、 令 和 ２ 年 度 に 実 施 し た 家 内 労 働 実 情

ヒ ア リ ン グ に お い て 、 工 賃 が 家 内 労 働 者 ご と で は な く 、 作 業 の 難

易 に よ り 決 め て い る 委 託 者 が 多 か っ た こ と か ら 、 工 賃 の 種 類 も 把

握 す る こ と と し た も の で す 。  

審 議 に お い て は 、 １ 時 間 当 た り の 標 準 作 業 量 を 回 答 し て い た だ

く こ と に す る の か 、 工 賃 の 種 類 を 回 答 し て い た だ く の が よ い の か

審 議 し て い た だ い た 結 果 、 工 賃 の 種 類 を 回 答 し て い た だ く こ と に

な り ま し た 。  

 そ の 後 、 令 和 ３ 年 11 月 に 43 ペ ー ジ の 資 料 No.13「 令 和 ３ 年 度

香 川 県 手 袋 ・ ソ ッ ク ス カ バ ー 製 造 業 家 内 労 働 実 態 調 査 の 概 要 に つ

い て 」 に よ り 実 態 調 査 を 行 い ま し た 。 調 査 票 は 資 料 No.14、 51 ペ

ー ジ 「 令 和 ３ 年 度 香 川 県 ・ 手 袋 ・ ソ ッ ク ス カ バ ー 製 造 業 家 内 労 働

実 態 調 査 結 果 」 を ご 覧 く だ さ い 。 先 ほ ど 言 っ て い ま し た 工 賃 の 種

類 の と こ ろ で 、 家 内 労 働 者 数 の 左 隣 の Ｄ と い う 欄 に 工 賃 の 種 類 を

回 答 し て い た だ く と い う こ と で 実 態 調 査 を 行 っ た と い う こ と で ご

ざ い ま す 。  

ペ ー ジ 戻 り ま し て 、 47 ペ ー ジ を ご 覧 く だ さ い 。 令 和 ３ 年 度 の 実

態 調 査 の 結 果 、 調 査 票 を 40 委 託 者 に 送 付 し 、 40 委 託 者 す べ て か

ら 回 答 を い た だ き ま し た 。 こ の 40 委 託 者 と い う の は 全 数 調 査 で 実

施 し た と い う こ と で ご ざ い ま す 。 そ の 内 容 を ま と め た も の が 、 項

目 ６ の 調 査 集 計 状 況 と な り ま す 。 最 低 工 賃 適 用 の 家 内 労 働 者 が い

る の は ８ 業 者 、 家 内 労 働 者 は い る け れ ど 最 低 工 賃 適 用 の 家 内 労 働

者 は い な い の が 24 業 者 、 委 託 を し て い な い の が ６ 業 者 、 調 査 対 象

の 産 業 で は な か っ た の が ２ 業 者 で し た 。 家 内 労 働 の 委 託 が あ る 業

者 が 32 委 託 業 者 と な り ま す 。  

次 に 、 49 ペ ー ジ の 第 １ 表 を ご 覧 く だ さ い 。 こ ち ら は 、 委 託 者

数 、 委 託 事 業 場 に お け る 常 用 労 働 者 数 、 家 内 労 働 者 数 、 最 低 工 賃

適 用 家 内 労 働 者 数 を 表 や グ ラ フ で 表 し た も の で す 。 家 内 労 働 者 数
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に つ き ま し て は 、 平 成 17 年 に 657 人 、 平 成 29 年 に 544 人 で あ っ

た も の が 、 令 和 ３ 年 の 調 査 で は 88 人 減 少 し て 456 人 と 、 16 年 間

で ３ 割 ほ ど 減 少 し て お り ま す 。 ま た 、 最 低 工 賃 が 適 用 さ れ る 家 内

労 働 者 数 に つ き ま し て は 、 平 成 17 年 に 168 人 、 平 成 29 年 に 69 人

で あ っ た も の が 、 令 和 ３ 年 の 調 査 で は 平 成 29 年 よ り 19 人 減 少 し

て 50 人 と な っ て お り 、 平 成 17 年 か ら 16 年 間 で 約 ７ 割 減 少 し て い

ま す 。  

家 内 労 働 者 に 占 め る 最 低 工 賃 適 用 家 内 労 働 者 数 の 割 合 は 、 令 和

３ 年 度 の 調 査 に お き ま し て 10.96％ と １ 割 を 超 え て お り ま す 。  

続 き ま し て 、 50 ペ ー ジ の 第 ２ 表 と 第 ３ 表 を ご 覧 く だ さ い 。 第 ２

表 は 委 託 量 の 変 動 、 第 ３ 表 は 家 内 労 働 者 数 の 増 減 で ご ざ い ま す 。

ど ち ら も 令 和 ２ 年 と 令 和 ３ 年 を 比 較 し た も の で あ り ま し て 、 最 低

工 賃 適 用 の 家 内 労 働 者 が い る ８ 委 託 者 か ら の 回 答 を 取 り ま と め た

も の と な り ま す 。 委 託 量 、 家 内 労 働 者 数 と も に 、「 増 え た 」 と 回 答

し た 委 託 者 は い ま せ ん で し た 。 委 託 量 が 「 減 っ た 」 と 回 答 し た の

は ２ 委 託 者 で 、 減 少 率 は ２ 委 託 者 の 平 均 で 35.6％ で し た 。 家 内 労

働 者 数 が 「 減 っ た 」 と 回 答 し た の は ５ 委 託 者 で 、 減 少 数 は ５ 委 託

者 の 平 均 で 1.4 人 で し た 。  

最 後 に 、 ソ ッ ク ス カ バ ー 製 造 業 最 低 工 賃 で す が 、 こ ち ら に つ き

ま し て は 、 過 去 か ら す で に 該 当 す る 委 託 者 が い な い た め 、 説 明 を

省 略 さ せ て い た だ き ま す 。  

先 日 、 事 務 局 に お い て 、 最 低 工 賃 が 適 用 さ れ る 家 内 労 働 者 が い

る と し て 令 和 ３ 年 度 の 実 態 調 査 の 時 に 回 答 が 寄 せ ら れ た ８ 業 者 の

う ち 、 １ 業 者 は 廃 業 さ れ て い る と い う こ と で し た の で 、 残 り の ７

業 者 に 対 し て 、 令 和 ３ 年 度 の 実 態 調 査 の 時 と 変 化 が あ っ た か ど う

か 、 電 話 で の 聴 取 に よ り 確 認 を さ せ て い た だ き ま し た 。 確 認 い た

し ま し た 結 果 、 最 低 工 賃 適 用 の 家 内 労 働 者 数 は 若 干 減 少 し て い る

位 で 、 あ ま り 変 化 は 認 め ら れ ま せ ん で し た 。 廃 業 し た 委 託 者 の と

こ ろ も 最 低 工 賃 適 用 の 家 内 労 働 者 数 は 少 な か っ た の で 、 あ ま り 大
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き く は 減 っ て い な い 状 況 で ご ざ い ま す 。  

ま た 、 最 低 工 賃 適 用 の 家 内 労 働 者 へ の 聴 取 の た め 、 家 内 労 働 者

を ど な た か ご 紹 介 い た だ け な い か と ご 質 問 さ せ て い た だ い た と こ

ろ 、 ２ 社 ほ ど 可 能 じ ゃ な い か と 。 実 際 に 紹 介 で き る と 考 え て お ら

れ る 家 内 労 働 者 の 方 に 聞 い て み な い と 分 か ら な い 話 な の で す が 、

２ 社 ほ ど 可 能 じ ゃ な い か な と 回 答 が ご ざ い ま し た の で 、 令 和 ６ 年

度 の 実 態 調 査 の 際 に 併 せ て 最 低 工 賃 が 適 用 さ れ る 家 内 労 働 者 へ の

聴 取 が で き る の で は な い か と 考 え て お り ま す 。  

長 く な り ま し た が 、 以 上 で ご ざ い ま す 。  

 

○青木部会長  

ありがとうございました。 

 それでは、ただいまのご説明に対しまして、何かご質問、ご意見ござい

ますでしょうか。 

 家内労働は専門性が高いですし、なかなか分かりにくいんですけど、ち

ょっとだけポイントを復習します。 

最低工賃が適用される方は緩やかに減ってきているということがござい

ます。 

 それと、適用される方が減っているということが、やはりこの制度の存

続の意味を考える上で１つのポイントにはなろうかと思うんですが、少な

いからといってすぐ廃止ということでもないと思うんです。それがちゃん

と機能しているかどうかという面も同時に必要で、それを考える上で、別

途配付資料がございますが、これを見ますと、非常に細かい規格がありま

して、おも、親指及びはぎとありまして、これを請け負うといいますか、

これをやっている方に最低工賃が適用されます。 

 これ以外のものも同時に請け負っていたり、これの一部だったりすると、

もうこれは最低工賃の適用から外れるということなんです。非常に厳格な

法律になっております。 

 何かご質問等ございますでしょうか。 
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○上田委員 

 質問いいですか。 

 

○青木部会長 

 はい。 

 

○上田委員 

 委託者の数は、一旦廃業した業者さんがあって、また新規で参入された

業者さんがあるということなんですか。それとも、委託をやめていたけど、

また復活したということなのかがちょっとよく分からないなと思ったのと、

それと比べると、最低工賃の適用者数は、ちょっと減ってきている。これ

は、高齢化とかの影響なのかなと思ったんですけど、この動きの要因とい

うのをどなたかご存じの方がいたら教えてほしいと思ったのが１つありま

す。 

 それと、もう１つなんですけど、最低工賃をなくす、なくさないという

議論がさっきちょっとあったと思うんですけど、それは、なくした場合に

今よりも委託の工賃はやっぱり下げることになるのかどうなのかというの

を、委託者の方にお聞きしたいなと思ったんですけど。 

 

○棚次委員 

まず、１点目の委託企業、委託者が１回減っているようになっています

けども、新規参入で新たな会社を起こしたという形はないです。 

以前に、委託を行っていた企業が社内生産から再度、委託をお願いして

いると思います。 

 もう１つ、最低工賃適用委託者が減っているというのは、高齢者で辞め

られる方が多いと思います。 

 

○上田委員 
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 続けられない。 

 

○棚次委員 

 特に縫製技術者が多いので、年齢的な問題で辞められる方々が多いと思

います。 

 

○上田委員 

 分かりました。 

 

○棚次委員 

 それと、最後の質問ですけれども、最低工賃がなくなったら、最低工賃

適用者の単価が変わってくるかどうかという問題は、委託側のほうが主導

権を取られているような形で、今内職をされる方、家庭内労働される方が

少なくなって、技術を持っている方々で、受託者の方の意向が通りやすい

です。 

委託側が、各工程別の工賃の相場はわかっていると思いますし、基本的

には各企業は自社内で委託作業と同じ作業を行い、ストップウォッチで計

って、大体どれぐらいの賃金が基本になるかという方法で決めていると思

いますが、今は、主導権は受託者の方にありますので、最低工賃適用者の

単価変わらないと思います。 

 

○上田委員 

 わかりました。ありがとうございました。 

 

○青木部会長 

 今、もう日本全体労働力不足で苦しんでいる企業さんが多い中で、なか

なかお願いできる人も少なくなっている、特殊な技術もありますので、そ

ういう背景があるのかなと思います。 

 最低工賃委託者が減ってきている。辞められる方も多いですし、あと先
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ほど言ったように非常に限定的なものに適用されますので、他のものも一

緒に頼んだり、頼み方を変えると適用でなくなるということで、という面

もあろうかなと思います。 

 いかがでしょうか。少し質問をして、議論をして、理解を深めた上で、

これをやめるかどうかは非常に大事な判断ですし、これが本当にきちんと

機能しているのかどうか。 

やめて、今すぐあるいはこの先を少し見据えた上で影響が起こり得るの

かどうかということを慎重に判断する必要がありますので、少し長めの議

論をしておいたほうがいいかなと思いますけれども、いかがでしょうか。 

 

○西尾委員 

 西尾ですけれども、多分人が減っていくというのは高齢化の流れで、辞

めていく人が増えていくから少なくなるというのは分かるんですけれども、

全体の仕事量が若干減少しているという側面はあるんですか。 

例えば子育てしている世代とか内職は魅力的だと思うのですが、新規に

若い人が就労する可能性もあまり見込めないですか。 

 

○棚次委員 

 手袋が季節性が強く、年間を通じて安定した仕事がないことが課題であ

ります。 

 現状、それが 20 年、30 年前であれば、まだパートという職種が、多く

ない時であれば、家庭内で子供の世話をしながら手袋の内職をするという

方が多かったんですけれども、そういう世代と、今の若い人が、子育ての

合間の時間に内職をしようというのは、ここ何年間ないですね。 

 それで、これも地域の課題で、東かがわ市の今、人口も減少を続けてい

て、他の地域から若い人が移住してくれないと問題もあるんですけれども、

ここの手袋に関して言えば、細かい仕事を家庭内ですること自体を今の若

い人はそういうのを望んでいないような気がします。 

私どもも、社員募集を依頼していますけれども、まず入って来てくれな
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いです。 

だから全て自社内で内製化を行い、内職じゃなくて、全て社内で構えて、

社員を増やして行っている形が今は多いと思います。 

コロナを挟んで大きく業態も変わってきたし、業界自体も、先ほど言わ

れた令和３年度の売上げが 216 億とかと言われていましたけども、もっと

それからまた落ちてきていると思うし、それ以前からいうと、相当落ちて

きているので、そんなに活発に手袋が産地で昔ほどの数量を生産している

とか、出荷しているとかということは、今はないです。 

 

○青木部会長 

 その他いかがでしょうか。 

 

○白石委員 

 イメージとして、三本松、今は東かがわ市ですが、そこが手袋の主産業

ということ。香川県内で、過去に手袋をされていたような地域というのは。 

 

○棚次委員 

 私の知っている限りでは無いと思います。東かがわ市から派生した、例

えば三木町・さぬき市に手袋製造・販売企業はありますが、それ以外では

存じ上げていません。 

 

○白石委員 

 そうすると、本当に地域に密着の産業になっているということですね。 

 

○棚次委員 

 なっていますね。 

 

○白石委員 

 わかりました。 
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○青木部会長 

 その他はいかがでしょうか。 

 

○三屋委員 

 ＵＡゼンセンの三屋と申しますけども、委託者側委員の方々にご質問し

たいんですけど、先ほど内製化している部分もあるというお話をお聞きし

ましたけれども、この対象者の趨勢値、家内労働者の方々の年代を含めて、

この先考えると、10 年、20 年先を想像すると、特殊な技能を持った方を含

めて、いらっしゃらなくなっていくということですよね。 

 今、地元の産業的にどのように維持していくのか、あるいはそれを完全

な内製化するのか、外注するのか、海外に委託するのかというのは、今ど

ういう方向性なんですか。 

 

○棚次委員 

現状でいくと、若い世代の人を雇用することで増やしています。 

まず、技術者は今、70 歳を超えてきています。今のうちに技術の継承を

して、若い人に技術を継承してもらう事に注力しています。 

現在の内職の方々はあと何年間で年齢的な問題で、辞められる方が多い

と思います。 

内製化していかないと国内生産は無理だと思っています。 

海外へシフトするかということですけども、高齢化が進んできて、特に

中国では、内職を家へ持ち帰ってまでしないと。全て社内で行っています。 

手袋製造・販売企業各社も、ベトナム、カンボジア、ミャンマー、イン

ドとかいろんな国へ進出及び委託していますけど、今度はこれを教えに行

く指導員がいないということで、まず社内の技術者を養成に切り替わって

いっていると思うんです。 

 家内労働者の方を、永く続けてもらえるような形で、国内生産を残して

いきたいと思っています。また、社内の技術者を養成していくという形に、
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各社とも両輪で動いていっていると思います。 

 

○三屋委員 

 なぜこういうご質問をしたかというと、やっぱり地元の産業になると思

うんですよね。そこに産業縮小していくということになると、県の人口の

減少率もご承知のとおりで、何とか維持して頑張っていただきたいという

思いがありまして、その辺の内製化を進めていただけると、今後の生産年

齢人口、若い層の方を是非取り込んでいただいて、育成していただければ

存続していけるんじゃないかというふうに思いましたので。 

 

○棚次委員 

 もう１つ言えば、東かがわ市は本当に人口が減ってきているので、東か

がわ市内の人を雇用して手袋の業界を活性化しようしてもなかなか難しい

と思います。市外から入社していただける方、それから市外から入社して

いただき結婚されて、その方が核となり外注、家内労働をしてもらえると

いう形が理想的な形と思っています。あまり市内からの雇用だけを考える

と難しいと思います。 

 

○青木部会長 

 ありがとうございます。 

 最低工賃を存続するのかどうかということが大きな論点なんですけれど

も、今日、議題として決めなければいけないのは、配付資料のホチキス留

めの厚いものの一番最後の調査票なんですね。 

存続するにしてもやめるにしても、実態調査をベースに考えますので、

その時の、これは今年の秋頃に行う予定なんですが、９月ですかね、この

調査票でいいかどうかということを審議いただくのが本日の目的になりま

す。 

 

○賃金室長 
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 部会長、よろしいでしょうか。 

 実施するに当たりまして、日程につきまして、今日の資料の中で触れさ

せていただいておりまして、この日程で進めていいかどうかというのをま

ず皆さんにご確認させていただければと思っております。 

 それで、日程表なんですけれども資料 No.11、33 ページになります。 

 先ほど、令和３年度まで家内労働部会の報告のところでもご説明をさせ

ていただきましたように、３年後の状況を踏まえてということがございま

して、そこからいうとちょうど令和６年の頃が実態調査を行う時期として

見えるのかなということになります。 

あと先ほどの資料 No.９、資料 No.10 の第 13 次、14 次の最低工賃の新

設・改正計画の実施についてにおきましても、そして 14 次のところで令和

６年度が実態調査の時期ということで示されていることもありますので、

実態調査を実施することになるかと思います。 

 実施の時期につきまして、先ほど部会長からお話がありましたとおり、

実施時期としては 11 月頃、あと家内労働部会、実態調査を実施して、その

結果を取りまとめて、その結果を基に令和７年２月頃に家内労働部会を開

催して、改正であるとか廃止とかについてどうしていくかということをご

審議いただきたいというところでございます。 

 日程（案）という形でお示ししておりますけど、この日程で進めさせて

いただいてよろしいでしょうか。 

（「異議なし。」の意思表示あり） 

○青木部会長 

 よろしいでしょうか。では、この日程でよろしくお願いいたします。 

最低工賃の改廃等に向けて、令和６年度に実態調査を行うこととなりま

すが、どのような調査を行うのか、今回資料 No.17 として、「令和６年度香

川県手袋・ソックスカバー製造業家内労働実態調査の概要について（案）」

と資料 No.18「手袋・ソックスカバー製造業家内労働実態調査票（委託者

用）（案））が配付されています。事務局から説明をお願いします。 
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○賃金室長 

まず、59 ページ資料 No.17 の「令和６年度香川県手袋・ソックスカバ

ー製造業家内労働実態調査の概要について（案）」と 61 ページ資料 No.18

「手袋・ソックスカバー製造業家内労働実態調査票（委託者用）（案）」を

ご覧ください。 

この基としましたのは、43 ページの資料 No.13「令和３年度 香川県手

袋・ソックスカバー製造業家内労働実態調査の概要について」と、資料

No.14 の 51 ぺージ、令和３年 11 月に実施した実態調査の調査票でござい

ます。 

これは、令和３年度の調査を行った時に、委託者に郵送した調査票で、

資料 No.６の現行の最低工賃一覧表の品目、規格などに対応しておりま

す。 

この調査票は、令和２年度に家内労働部会を２回開催して決定されたも

のです。この調査票は、先ほどご説明しましたとおり、事務局でインタビ

ュー形式による委託者６業者からのヒアリング結果や、家内労働者１名か

らのヒアリング結果も参考に調査票について審議を重ねた結果、作成され

たものです。 

先ほどもご説明しましたが、先日、事務局において、最低工賃が適用さ

れる家内労働者がいるとして令和３年度の実態調査の時に回答が寄せられ

た８業者うち、７業者に対して、令和３年度の実態調査の時と変化があっ

たか確認したところ、あまり変化は認められなかったたこと、令和３年度

の調査結果と令和６年度に実施する実態調査の調査結果を比較するには、

調査項目を変えない方がよいと思われることから、調査対象期間以外は令

和３年度の実態調査票と同じ内容としております。 

資料 No.17、59 ページの「家内労働実態調査の概要」をご覧ください。 

まず、項目２の（２）の調査対象ですが、現行の日本標準産業分類に基

づき、手袋・ソックスカバー製造業に該当するものを整理し、列挙してい

ます。 

次に、項目３の調査対象期間ですが、令和３年度の調査と同様、調査年
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度の９月として、令和６年９月分とします。項目４の調査方法は、通信調

査とします。 

令和３年度の調査では、40 委託者に送付をしています。 

過去の実態調査の結果、実際には該当しないにも拘わらず、該当するも

のとして何らかの回答をした委託者がありましたので、より正 確 性 を 期

す た め 、 必 要 に 応 じ て 電 話 聴 取 や 面 接 に よ る 補 充 調 査 も 考 え て い

ま す 。  

調 査 を 実 施 す る 時 期 は 、 令 和 ６ 年 11 月 を 予 定 し て い ま す が 、 調

査 対 象 の 委 託 者 に 対 し て 、 項 目 ５ 、 す な わ ち 、 資 料 No.18 の 実 態

調 査 票 （ 案 ） を 送 付 し 、 調 査 を 実 施 し た い と 考 え て い ま す 。  

項 目 ６ の 本 調 査 に よ っ て 分 か る こ と は 、  

（１）令和６年９月現在の項目２の調査の範囲に該当する家内労働者数及

びそのうち項目１の調査の目的の最低工賃が適用される家内労働者

数、具体的に言えば、項目２の業種の事業を営む委託者より、手袋、

ソックスカバー製造にかかる縫製、仕上げ、縁飾りの業務の委託を受

けている香川県内の家内労働者数及び、その家内労働者数のうち「香

川県手袋・ソックスカバー製造業最低工賃」が適用される家内労働者

数 

（２）最低工賃額が設定されている作業別の一番高い工賃額、平均的な工

賃額、一番安い工賃額及びその作業ごとの家内労働者数 

（３）令和５年９月と令和６年９月の委託量及び家内労働者数の増減 

などとなります。 

次 に 、 資 料 No.18、61 ページ実 態 調 査 票 （ 案 ） に つ い て 説 明 し ま

す 。  

ま ず 、 項 目 １ の （ １ ） に お い て 、 令 和 ６ 年 ９ 月 現 在 で の 家 内 労

働 者 数 を 男 女 別 に 把 握 し ま す 。 そ し て 、 そ の う ち 、 現 行 の 「香川県

手袋・ソックスカバー製造業最低工賃」に該当する業務を行っている家内

労働者数を（２）で男女別に把握します。 

続 い て 項 目 ２ で す が 、 先 ほ ど ご 説 明 し ま し た と お り 、 過 去 に 実
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施 し た 家 内 労 働 実 情 ヒ ア リ ン グ に お い て 、 工 賃 が 家 内 労 働 者 ご と

で は な く 、 作 業 の 難 易 に よ り 決 め て い る 委 託 者 が 多 か っ た こ と か

ら 、 工 賃 額 は 、 家 内 労 働 者 間 で 同 じ で あ り 、 業 務 の 難 易 等 に よ っ

て 決 め て い る 場 合 、 そ し て 、 家 内 労 働 者 に よ っ て 決 め て い る 場

合 、 ま た 、 そ の 両 方 を 複 合 し て 決 め て い る 場 合 の い ず れ の 場 合 に

も 対 応 で き る よ う に 作 成 し 、 そ れ ぞ れ 一 番 高 い 工 賃 額 、 平 均 的 な

工 賃 額 、 一 番 安 い 工 賃 額 を 把 握 す る こ と と し 、 ま た 、 作 業 の 難 易

に よ っ て 工 賃 額 を 決 め て い る 場 合 に は 、 作 業 の 種 類 も 把 握 す る こ

と と し て お り ま す 。  

加 え て 、 そ れ ぞ れ の 最 低 工 賃 額 に 対 応 す る 家 内 労 働 者 の 数 も 把

握 す る こ と と し て お り ま す 。  

そ れ か ら 、 資 料 No.６ 、 15 ペ ー ジ の 最 低 工 賃 の 一 覧 表 に 対 応 し

て 「（ イ ） 縫 製 の 業 務 」 か ら 「（ ハ ） ソ ッ ク ス カ バ ー の 手 編 み に よ

る 縁 飾 り （ ゴ ム 付 け を 含 む 。） の 業 務 」 ま で の 業 務 に 表 を 分 け て お

り ま す が 、 基 本 的 に 質 問 項 目 は 同 じ で ご ざ い ま す 。  

但 し 、「（ ハ ） ソ ッ ク ス カ バ ー の 手 編 み に よ る 縁 飾 り （ ゴ ム 付 け

を 含 む 。） の 業 務 」 に つ き ま し て は 、 こ れ ま で の 実 績 で は 該 当 が な

か っ た た め 、 簡 略 化 し て お り ま す 。  

項 目 ３ の 委 託 量 や 家 内 労 働 者 数 の 増 減 も 、 令 和 ３ 年 度 の 調 査 と

同 様 に 、 １ 年 前 と 比 較 す る こ と と し て 、 令 和 ５ 年 ９ 月 と 令 和 ６ 年

９ 月 と し て お り ま す 。  

以 上 で ご ざ い ま す 。  

 

○青木部会長 

 ありがとうございます。 

 ただいまの説明につきまして、何かご質問、ご意見ございますでしょう

か。 

 

○棚次委員 
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 事務局へのお願いですが、ここの質問というか、調査票は大枠は変えな

いけど、文面だけちょっと変えてもいいかなというところがあるので、後

でまた相談できますか。 

 私ども受け手側のほうも分からないところがあって、これを私どもの組

合員に回すときに、ここは変えたほうがいいかなという、文面がありま

す。 

 

○賃金室長 

 ちょっと分かりにくいところというか。 

 

○棚次委員 

 いや、この文面では分からないですよ。 

 

○労働基準部長 

 そういう意見をいただければ大変ありがたいです。 

 

○青木部会長 

 例えばどういったところになりますでしょうか。 

 

○棚次委員 

61 ページ目の一番下もあります。この下の表の中で、規格の下に形状

の欄を見てください。口丸で、かつ色物のものとか、その下で、皮革手袋

で口丸で、かつ内縫いのもの、その下、横開き、三本飾りで、かつ、片ま

ちのもの。片まちと言っても、今、誰もわからないと思います。 

 

○賃金室長 

 解説が要る。 

 

○棚次委員 



32 

 

形状を外したほうがいいかなと思います。何かこれは意味があってある

ということであれば残した方が良いです。例えば、書くとしたら基本的な

ものでとか。 

 

○賃金室長 

 これが、実は最低工賃の一覧表と連動している表記なので、どっちかと

いうと解説を入れたほうがいいんでしょうか。できる範囲で解説をつけた

ものでやってみるということですかね。 

 確かにもうなかなかこの言葉を理解できる方が少なくなっているとか、

そういうような状況もあるのではないかと。 

 

○棚次委員 

委託者側の事務局が説明したら分かると思いますけど。 

あと、62 ページの真ん中辺りの中段にある縫製手袋の仕上げの業務と

かと書かれていますけど、これも括弧書きで「工程欄の全てについて委託

しているものに限ります。」。ラベル付けということは品質表示とかをつけ

ます。 

 

○賃金室長 

 それだけを委託しているようなものは含まないというようなことです

か。 

 

○棚次委員 

ラベル類まで付けるとなると、製品仕入れになります。どこかの企業か

ら手袋を仕入れているとか、完成品を仕入れているような形になっている

かも分からないので、これも形状のところは意味が分からないかなと思い

ます。 

例えば、外注さんで、縫製、仕上げまでして委託業者に納品ということ

を言いたいのかなと思います。 
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○賃金室長 

 箱詰めとか。 

 

○棚次委員 

手袋、普通は 10 双箱に入れます。 

そこまでして頂ける外注さんというのはあまりないかと思います。 

 

○賃金室長 

 それは実際、工場のほうでやるような作業ということですか。 

 

○棚次委員 

 そうですね。各社いろいろあると思います。 

 

○青木部会長 

 この法律がつくられたときの呼び方ですとかそういうものから、今は大

分変わってきているのかなと思います。 

 この調査票に何か説明を加えたり、修正をするということになると、ま

た審議が必要になりますか。 

 

○賃金室長 

 そうですね。 

 

○青木部会長 

 恐らく質問があったときに、適宜、委員の方から今いただいたアドバイ

スなんかを生かして、電話で解説をしたりとかそういう対応でしょうか。 

 

○賃金室長 

 これをやっぱり変えるとなると、簡単にここをこうしますという形であ
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れば、今、もう話でできることかなと思うんですけれども、中身をどうす

るかということになってくると、この場でというのはなかなか難しいかな

と思います。なので、出来上がったものでもう一度審議を開いて、そこで

最終決定してというふうにしたほうがいいのかなと思います。 

 

○棚次委員 

 であれば、委託側に調査依頼をお願いするときに、補足説明を組合で作

って説明してから、わからなければ組合に電話もらうようにしたほうが良

いと思います。 

 

○青木部会長 

 そうですね。ぜひ、要するにこういうことだと、ここで書かれているの

は今でいうこういうものだということを少しつないでいただいたほうが、

より正確に取れるのかもしれませんね。 

 

○賃金室長 

 回答が、理解の仕方でまちまちになってしまう可能性もありますね。 

 

○棚次委員 

 あまり細かくし過ぎると困るし、簡単にし過ぎると意味がものすごく拡

大解釈できるので。 

 

〇賃金室長 

 そうですね。こういう回答をしてくださいという形ですね。 

 

○青木部会長  

問合せがあった場合にはきちんと答えられるように。 

 

○上田委員 
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 そもそもこの製造工程の資料の中に、少し解説、全部じゃないかなと思

うんですけれども、口丸とか横開きとか、私も全然分からないのですが、

絵で示しているような図、絵というのが 18 ページにあって、私もここに

出てくる専門的な用語が全然分からなくて、口丸も分からないし、横開き

も何か分からないし、湯のしとか火のしとかというのも全然意味が分から

ないんですけれども、今日委員に任命されているので、ちょっと見ておか

なければいけないかなと思ってここを勉強してきたんですけれども、そこ

にちょっと載っているかな、全部ではないのでしょうか。 

 

○賃金室長 

 全部ではないと思います。 

 

○上田委員 

 なので、ここにこういうものを、何か補足資料みたいな形でつける。 

 

○賃金室長 

 用語解説ですね。 

 

○上田委員 

 口丸、横開きというのはあるようなので、それ以外の分かりにくい言葉

とか、私はほとんど分からないですけど、この解説をこういうところに追

加していただいたらどうなんでしょうか。 

 

○棚次委員 

 多分このアンケートをやるときに、１回組合で調整して、組合員に調査

依頼するようにします。それが一番早いかなと思います。 

 用紙もこれでいかれるならこれでいって、前回もこれやっているので、

委託側のほうも分かっていると思うので、ご質問等があれば、こちらで対

応できるようにします。 
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○賃金室長 

 そうすると、調査の仕方は、組合でも調査をやりますという通知文は前

回させていただいて、実施はしているんです。調査票は、直接労働局のほ

うから各委託者宛てにお送りさせていただく形にはしていたんですが、や

り方としてはそういう形で、実施時期と、あとご質問等で組合に問合せが

あったときには、これはこういうことですという形でご案内いただくと

か、そういうような対応でということでしょうか。 

 

○棚次委員 

 はい。 

 

○賃金室長 

 分かりました。 

 

○青木部会長 

 ありがとうございます。 

 その他いかがでしょうか。 

 

○青木部会長 

 今回の調査票では、Ａ、Ｂ、Ｃということで分けてお聞きをするんです

けど、Ａに当たる人がどのぐらいで、Ｃに当たる人がどのぐらいというこ

とは分からないんですね。 

 

○賃金室長 

 それぞれの人数はちょっと回答をするようにはなっていないので。 

 

○青木部会長 

 その点いかがでしょうか。何かご意見ございますでしょうか。 
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○西尾委員 

 今のでいうと、該当する金額の人数があるほうがより具体的に分かると

思います。ただ、調査する方が大変ということになるのかもしれませんけ

ど。 

 

○賃金室長 

 調査対象月が今年の９月分ということにはなるので、これは１年間を通

してどうこうというような数字じゃなく、９月の実績でどうかというよう

なことを回答いただくような形になると思うんですが、Ａ、Ｂ、Ｃ、高い

人、低い人、平均的な人、家内労働者がそれぞれ何人いるか、委託者のほ

うとしてどこまで回答してくれるか、なかなか難しいかなと。 

 

○西尾委員 

 そもそも平均値って出されておりますけど、平均値というのはどうやっ

て計算されたんですか。 

 

○賃金室長 

 計算というか、それは委託者の方が考える平均的な額ということになろ

うかと思います。 

 

○西尾委員 

 加重平均とかそういう話ではなくてということですね。 

 

○賃金室長 

 そこまで細かい計算は、恐らく回答するに当たってできないんじゃない

かなと思います。平均的に、例えば単価 1,000 円の人が一番多いから平均

的に 1,000 円とか、そんな形での回答になるのではないかなと思います。 
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○青木部会長 

 現実的にはどうでしょう。 

 

○棚次委員 

 現実的にはちょっと厳しいかなと思います。 

 

○青木部会長 

 つまり、同じ人に複数のグレードのものを出していたりとかもあるとい

う感じですか。 

 

○棚次委員 

 出しています。 

 

○青木部会長 

 分けられないということです。その他いかがでしょうか。意見は出尽く

しましたでしょうか。 

 それでは、そろそろ集約をさせていただきますがよろしいでしょうか。 

 令和６年度に実施する手袋・ソックスカバー製造業家内労働実態調査に

つきましては、本日の資料 No.17 の実態調査の概要に記載した要領で行う

こと、またその調査票は資料 No.18 のとおりでよろしいでしょうか。 

（「異議なし」の声あり） 

○青木部会長 

 それでは、本日の家内労働部会における審議の結果として、No.17、

No.18 のとおりの形で調査を行うということで、それを審議の結果とさせ

ていただきます。 

 続きまして、議題５のその他について事務局より何かございますでしょ

うか。 

 

○賃金室長 
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 それでは、ご説明いたします。 

 令和６年 11 月に、ただいまご審議いただきました実態調査票によりま

して、家内労働の実態調査を実施予定でございます。 

 調査結果につきましては取りまとめをいたしまして、令和７年２月に令

和６年度の家内労働部会を開催する予定でございますので、改正諮問、諮

問見送り、廃止などの審議をお願いできたらと考えております。 

 先ほどのご説明の中で、前回の家内労働部会の報告のところで、改正諮

問見送りという形になるのですが、前回の家内労働部会の審議の中で、人

数が 50 人ということでかなり人数が減っているということと、また厚生

労働本省の方から示されている内容といたしまして、家内労働者が 100 名

を切ったら、廃止を含めた検討をというところがございました。 

ただ、前回の審議では廃止という話にはならずに、諮問見送りという結

論になったというところなのですが、令和２年度の家内労働部会の審議の

中で、人数 100 人ということではないんだけれども、家内労働者に占める

最低工賃の適用のある家内労働者の割合が１割を切るようなことになった

場合に、検討をするようにしませんかということで、その時の審議会の中

で合意をいただいているということでございます。 

 前回の実態調査の結果からいきますと 10.96％ということで、１割を上

回っていたということで、廃止に係る検討はしていないということでござ

います。 

 ですので、次回の実態調査の結果を受けて、１割を上回るか下回るか、

これは結果次第ということではございますが、１割を下回るというような

ことになりますと、廃止に向けた検討について実施していただくようなこ

とになるかなというふうに考えておる次第でございます。 

 それと、本日の家内労働部会の議事録につきましては、議事録（案）が

できましたら、委員の皆様に議事録（案）をメールで送らせていただくよ

うにいたします。 

 議事録（案）につきましては、ホームページに掲載する際、非公開とな

る部分を分かるように色分けをいたしまして、明示したものをお送りさせ
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ていただきます。 

 発言された委員におかれましては、発言内容と併せまして非公開とする

範囲についてもご確認いただきまして、修正箇所がございましたら修正箇

所と修正内容を追ってご連絡いただきますようにお願いいたします。 

修正箇所がもしない場合も、修正箇所なしということでご連絡をお願い

できればと思います。 

 発言がございませんでした委員におかれましては、ご連絡は不要でござ

います。修正のご連絡がございましたら、全て修正をいたしまして議事録

を作成させていただきます。 

 あと非公開部分を削除したものを公開用の議事録として作成いたしまし

て、香川労働局のホームページで公開いたします。 

 以上でございます。 

 

○青木部会長 

 ただいまの事務局の説明について、何かご意見、ご質問はございますで

しょうか。 

 

○香川労働局長 

 １つだけ補足をさせていただいてよろしいでしょうか。 

今の最低工賃の考え方の中で数字的なものもございましたが、最低工賃

でございますので、地域のセーフティーネットという役割を担っているも

のでございますが、その役割を担うという観点で、次回以降またご審議を

いただければと思いますので、よろしくお願いします。 

 

○青木部会長 

よろしいでしょうか。 

そ れ で は 、 本 日 の 家 内 労 働 部 会 の 内 容 を 踏 ま え て 次 年 度 に 実 態

調 査 を 実 施 し 、 家 内 労 働 部 会 を 開 催 し て 改 正 諮 問 、 諮 問 見 送 り 、

廃 止 等 に つ い て 審 議 す る と い う 運 び に な り ま し た の で 、 引 き 続
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き 、 よ ろ し く お 願 い し ま す 。  

以 上 を も ち ま し て 閉 会 と い た し ま す 。 ど う も あ り が と う ご ざ い

ま し た 。  

――了―― 


